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こ
れ
か 
S
が
火
災
の
シ
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又
ジ
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12月号
 

火
の
取
り
緩
い
に
隠
+
分
注
憲
奮
，

火災は，ア ッと いう聞に私たちの生活の場を焼きつ

くし，最悪の場合には，尊い命まで奪ってしまいます。

これから寒くなるにつれて，家庭では石油スト ーブ，

こたつなどの暖房器具が使用され，それにともなって，� 

i暖房器具が原因の火災も急増してきます。

暖房器具には，その探具に応じた正しい使い方があ

りますので，取り扱い使用書や注意書をよく読んで¥

危険のないように使用してください。

そして，暖房器具を使うときは，次のことを十分守

って町内から火災を出さないようにしましょう 。� 

o 器具の周囲を，いつもきちんと整理し，燃えやす

。
。。


いものは近くに置かない。


カーテン ・I
母子・ ふすまなど燃えやすいものの近

くでは使用しない。

器具の点検 ・整備をまめにする 。

幼児のいる家庭では，ストーブの周囲を囲うなど，

民のうご
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暖房器具に直接手が解れないようにする 。
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国
民
健
康
保
険

と
わ
だ
く
し
た
ち

の
健
康
生
活
は
、

今
や
切
っ
て
も
切

れ
な
い
大
切
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま

す。
と
こ
ろ
が
、
こ

こ
数
年
に
お
け
る

医
療
費
の
増
加
は

い
ち
じ
る
し
い
も

の
が
あ
り
、
こ
れ

に
老
人
医
療
費
の

無
料
化
や
医
療
費

の
増
高
な
ど
で
、

国
保
財
政
は
さ
ら

に
苦
し
い
も
の
に

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、

保
険
税
を
値
上
げ

し
て
こ
れ
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
こ
う
な
る
と
み
な
さ
ん
の

負
担
額
は
さ
ら
に
増
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
お
医
者
さ

ん
を
転
々
と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク

ス
リ
を
ね
だ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
よ
う
に
、
お
瓦
に
気
を
つ

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

岡
阿
凶

負
担
割
合
は
ご
存
知
で
す
か
?

病
院
で
治
療
を
受
け
た
場
合
、
窓

国
保
財
政
の
健
全
化
に
ご
協
力
を
/

所
定
の
「
高
額
療
養
費
支
給
申

諮
欝
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

払
い
も
ど
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
の
際
に
は
、
印
鑑
と
領
収
証

を
も
っ
て
町
役
場
税
務
保
険
課
で

手
絞
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
で
支
払
う
の
は
三
割
で
す
が
、
あ

と
は
国
が
四
割
、
残
り
の
三
割
は
み

な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
と
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

手
続
き

A企
支
給
時
期
は
、
病
院
に
よ
り
銀

り
ま
す
が
診
療
を
、
つ
け
た
月
の
二

か
月
後
に
な
り
ま
す
。

一
月
例
会
の
作
品
を
、
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

課

題

「

新

春

」

=

一

首

場 日 自

由

題

三

首


締
切
り
一
月
五
日


戸斤

提
出
先
町
教
育
委
員
会

※

作

品

は

未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
例

会


同
町

一
月
十
五
日 

(土
)


午
後
一
時


住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー


二
階
和
室


例
会
に
、
短
歌
を
作
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
る
か
た
、
多
数
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

秋

の

叙

勲

宮
本
さ
ん
に
勲
六
等
瑞
宝
章

労
働
大
臣
表
彰
に

続
き
今
年
も
勲
章

を
い
た
だ
き
生
涯

忘
れ
ら
れ
な
い
最

高
の
記
念
に
な
り

ま
し
た
」
と
受
意

の
喜
び
を
か
く
せ

な
い
様
子
。

今
回
の
受
章
は
、

地
道
に
コ
ツ
コ
ツ

たばこは

町内で

買いましょう

O O O
高
額
療
養
費
制
度

高
額
医
療
費
制
度
と
は
、
み
な
き

ん
が
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額
が
同
じ

病
院
で
同
じ
月
に
三
万
九
千
円
を
超

え
て
支
払
っ
た
場
合
に
、
そ
の
超
、
え

た
分
に
つ
い
て
、
あ
と
で
国
保
か
ら

払
い
も
ど
し
を
す
る
制
度
の
こ
と
で

す
。注

意
し
て
ほ
し
い
こ
と

差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の
保
険
の

き
か
な
い
治
療
を
受
け
た
と
き
の

費
用
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

入
院

・
通
院
・
幽
科
は
そ
れ
ぞ


れ
別
計
算
に
な
り
ま
す
。


総
合
病
院
の
各
診
療
科
で
受
け

た
治
療
は
別
計
算
と
な
り
ま
す
が

入
院
忠
者
が
ほ
か
の
科
で
診
療
や

治
療
を
、
つ
け
た
と
き
の
賞
用
は
‘

合
算
し
て
串
鰐
す
る
こ
と
が
で
き

¥}  

秋
の
叙
動
…
伝
達
式
が
、
十
一
月
七

日
竹
橋
会
館
(
東
京
都
千
代
田
区
)

で
行
わ
れ
、
太
鼓
製
造
技
能
の
功
労

者
で
あ
る
宮
本
政
太
郎
さ
ん
(
黒
岩
)

が
政
六
等
端
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。宮

本
さ
ん
は
、
太
鼓
製
造
に
お
い

て
全
固
め
第
一
人
者
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
昨
年
「卓
越
し
た
技
能
者
」

と
し
て
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け

た
ば
か
り
。
宮
本
さ
ん
は
「
昨
年
の

勲章を胸に喜びの宮本さん

¥」

と
努
め
、
社
会
貢
献
し
、
そ
の
道
一

筋
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
い
わ
ば
人
生

の
「
一
筋
さ
ん
」
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
、
っ
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
貴
重
な
日
本
古
来

の
伝
統
楽
器
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
世
界
的
に
有
名
と
な
っ
た
阿

波
踊
り
用
太
鼓
の
世
間
用
に
努
め
、
わ

た
し
た
ち
国
の
観
光
に
太
鼓
を
通
じ

て
、
い
つ
ま
で
も
貢
献
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
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国保はみんなのもの
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(¥ 

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
「
人

権
週
間
」
で
す
。

子
供
か
ら
お
と
な
ま
で
、
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「基
本
的
人
権
」

は
、
憲
法
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
ト

ラ
ブ
ル
は
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
さ
を

は
じ
め
う
わ
さ
の
流
布
に
よ
る
い
や

が
ら
せ
、
近
隣
蝋
音
、
悪
臭
、
私
的

制
裁
の
問
題
な
ど
、
日
常
生
活
の
場

で
起
さ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
そ
れ
が
人
権
上

「不

当
」
で
あ
る
と
わ
か

っ
て
も
、
は
っ

き
り

「
違
法
」
で
あ
る
と
い
え
な
い

よ
う
な
、
判
断
の
つ
き
か
ね
る
ケ
|

あなたは年金を

もらえますか.. 

舎
な
ら
納
め
ら
れ
ま
す

過
去
の
滞
納
保
険
料

一月
山 目一一一十四一一明… 

保険料を納め忘れだり，

加入し忘れている方はい

ませんか。保険料をさか

のぼって納められる特例

納巾は，昭和  55年 6月30

日までです。

昭
和
五
十

四

員

洋

服

の

着

用

」
を

年
度
勝
浦
町
成
ま
し
た
が
、
毎
年
、
一
、
二
人
の
日

人
式
は
、
来
年
か
た
の
振
袖
姿
を
見
か
け
ま
す
。

町

一

月

二

日

に

住

成

人

式

は

、

社

会

的

に

も

、

法

相

民

福

祉

セ

ン

タ

律

的
に
も
お
と
な
と
し
て
の
権
利

一

で
行
い
ま
す
。
と
資
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
二
十
一

成
人
式
は
、
歳
を
祝
福
す
る
儀
式
で
す
。
成

人

吋

町

や

ふ

る

さ

と

式

の
意
義
を
十
分
理
解
し
申
し
一

づ
く
り
推
進
協
あ
わ
せ
を
ま
ず
ま
も
り
ま
し
ょ
う
。
月

議

会

背

年

会

そ

し

て

、

大

人

と

し

て

の

新

し

一


が
、
出
席
者
の
い
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
、
厳
粛
な
…


服
装
の
簡
素
化
式
典
と
な
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
明


を

呼

び

か

け

吐

い

l

/-r
HK
日

・

村
H
J

式

口

貝

人

ふ

主“壬

者

袋

年時 成

同艮
部

影

日

住
耽i

。 

困ったと きは人権擁護委員に相談を

み
な
さ
ん
の
中
に
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
く
て
も
、
ま
た
保
険
料
を

納
め
な
く
て
も
、
七
十
歳
に
な
れ
ば

老
齢
福
祉
年
金
は
も
ら
え
る
-
・・:・と

お
考
、
え
の
か
た
は
い
な
い
で
し
ょ
う

カ
保
険
料
を
納
め
な
い
で
老
齢
福
祉

年
金
が
も
ら
え
る
の
は
、
明
治
四
十

四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

だ
け
な
の
で
す
。
そ
れ
以
外
の
明
治

四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
は
、
被
用
者
年
金 

(厚
生
年
金

や
各
種
共
済
組
合 
)
に
加
入
し
な
い

限
り
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
将
来
年
金
は

受
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

4

フ
仲枯
ら
間
に
あ
う
/

こ
れ
ら
の
思
い
違
い
や
、
経
済
上

の
都
合
な
ど
で
、
国
民
年
金
に
当
然

加
入
す
べ
き
は
ず
の
人
が
、
今
ま
で

加
入
で
き
な
か

っ
た
人
に
、
最
後
の

加
入
の
チ
ャ
ン
ス
(
特
別
納
付
制
度
)

が
与
、
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

過
去
の
滞
納
期
間
に
つ
い
て
一
か
月

四
千
円
の
保
険
料
を
昭
和
五
十
五
年

六
月
三
十
日
ま
で
に

一
括
ま
た
は
分

割
で
納
め
れ
ば
、
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
老

齢
年
金
受
給
資
格
者
に
な

っ
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
任
意
加
入
者
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

引

け

勺

一

…

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
人権週間始まる

MUS04
テキストボックス
あなたは年金をもらえますか
今なら納められます
過去の滞納保険料

MUS04
テキストボックス
簡素な服装で全員出席を
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第20巨匠迎え疋記念の町民体育祭ガ.� 11月3日勝浦中学校クラウ

ンドで盛大に行われました。

今年は20回大会とあって.先着四百人のかたに福引ききガ配られだ

り.プログラムの内容も.今回初めて種目に取り入れたジャンケン

チャンピオン選びには.四百人ガ参加するなどスケールの大き芯大

会となりましだ。CI':疋.各種の競授にもみなさんに積極的に参加し

ていだだき.楽しく終了できまし疋ことを深く感謝します。;

今後とも，みなさんのいこいのォ日となるようにしだいと思いま

すので.なおいっそうのご協力をお願いい芝しぎす。

¥


.笠比奈小学校の鼓笛隊 -圃‘，\1t:J.きι~平目4，r

い

¥」 i鱗邸調融
気のなkノ� 

シ
ン
デ
レ
ラ
径
は
4

フ
伺
歳
?

MUS04
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MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民体育歳
ご協力ありがとうございました
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優 勝

与川内チーム

司
三
百

歳

『
1
1
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
対
抗
ミ
ッ
ク
ス
優
勝
与
川
内
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

各
地
区
か
ら
十
七
チ
ー
ム
が
参
加


し
て
行
わ
れ
た
地
区
対
抗
ミ
ツ
ク
ス


バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
十
一
月
八


日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
八
日
間
、
勝

浦
中
学
校
体
育
館
で
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は
次


の
と
お
り
で
す
。
 

与
川
内

績 星� 4鏑

野瀬 谷

優勝� 

仁ア、J 

中角ガツツ� 

雑
酒
の
十
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い

優勝� 中角チーム� 坂 横

一品、、、

l
ム

l
ム

9
山
西

8ア
累

6432 
中1&

5
星久中横� 

1
生 

本 瀬

細山富岡
谷田本本

戸¥

特普
イ言章勲動
ささきさ
んんんん

細筒稼

V

三
百
歳

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

二
十
九

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヘ
ス
卜 
8
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

中

角

カ

ソ

ツ

チ

ー

ム

準
優
勝
中
山
西
チ
|
ム7

笠
2
星
(
合 

名 A

3
棚
野
百
円

4
中
角
ガ
ツ
ツ

8
星
一
台

巳

ア
〔
墨
逗
西

6
中

凶

西

5
酬
明
野
中
央 

準

優

勝

黒

岩

チ

|

ム

優

勝

中

角

チ

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ソフトボール

審判部結成

町
体
育
協
会
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
向
上
を
め
ざ

し
、
各
地
械
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

者
十
五
名
て
審
判

部
を
結
成
し
ま
し

た
。部

員
は
、
そ
ろ

い
の
制
服

・
制
帽

に
身
を
か
た
め
部

谷井事事
正慎

連日名 角 国 谷 本 岩 山

一建ー

野 ささき
/しんノレ

持
つ
身
近
な
税
金
と
し
て
、
酒
や
品

物
に
か
か
る
間
接
税
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
忘
年
会
も
間
近
い
季
節
。

忘
年
会
と
い
、
え
ば
か
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
酒
税
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

ま
す
。

V酒税額種 要員 小売価格
ス
ピ
リ
ソ
ツ
類

ー
ル 

果
実
酒
類

V

酒 
V

い
、
こ
の
酒
類
は 

清
酒 

合
成
清

V

V

ル
コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を
い

し
よ
う
ち
ゅ
う

酒
税
法
で
酒
類
と
い
う
の
は
、
ア

ち
の
日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を

ト
品
、
つ
ノ
。

V V

の
よ
う
な
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た

お
酒
に
か
か
る
税
金

税
金
に
は
所
得
税
や
相
続
税
な
ど

ビ /レ 633mf 215 102 

員
一
問
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
日
々

研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。

部
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

星

谷

杉

田

健

さ

ん

中
山
前
回
純
孝
さ
ん
大
山
一
一
男
さ
ん

棚
野
大
川
利
介
さ
ん
湯
浅
公

一
郎
さ
ん

島
恵
次
さ
ん
村
上
作
次
さ
ん

原

良

作

さ

ん

地
区
対
抗

軟
式
野
球
大
会

地
区
対
抗
野
球
大
会
は
、
十
月
二

十
一
日

、
勝
浦
中
学
校
、
生
比
奈
小

学
校
の
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
を
主
な
酒
類
の
小
売
価
格
に

出問
 

含
ま
れ
る
酒
税
額
に
つ
い
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

清酒特級1.8f 2，010阿� 

清酒 �  i 級 1. 8f 1，455 

消酒 �  2 級� 1. 8f 1，080 

738円

386 

154 

1，074ウイスキ� f寺級� 760mf 2，350 

ウイスキー� l級� 720mf 1，300 512 

ウイスキー� 2級� 720mf 620 165 

小売価格は，代表的な商品の一般価格です。

ウ
イ
ス
キ
ー
類

リ
キ
ュ
ー
ル
類

V
み
り
ん 
V
ビ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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H

約
五
十
ト
ン
の
コ
ミ
を
焼
却

¥ー

¥、 d 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
あ
ら
ま
し

今
月
は
、 

同
和

対
策
事
業
特
別
措
置

法
。
に
つ
い
て
説
明

，し
ま
す
。
よ
く
読
ん

で
考
え
、
正
し
く
認

識
し
て
く
だ
さ
い
。

同
和
対
策
事
業
特
別

箔
置
法
と
は
・

こ
の
法
律
は
、
同

和
対
策
審
議
会
答
申

に
一不
さ
れ
た

「
同
和

対
策
の
た
め
の
法
律

を
制
定
す
る
こ
と
」

と
い
う
内
容
を
受
け

て
、
昭
和
四
十
四
年

に
つ
く
ら
れ
た
同
和

対
策
事
業
を
進
め
る

た
め
の
基
礎
と
な
る

法
律
で
、
公
布
さ
れ

て
か
ら
十
年
聞
の
期
限
つ
き
で
し
た


が
、
昭
和
五
十
四
年
四
月

一
日
か
ら


三
年
間
延
長
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同


時
に
こ
の
特
別
措
置
法
の
延
長
に
あ


た
っ
て

「
付
新
決
議
」
が
さ
れ
て
い


ま
す
。(
付
結
決
議
と
は
、

「
法
」
の


延
長
を
認
め
る
に
あ
た

っ
て
政
府
に


対
し
て
つ
け
た
条
件
の
、
』
と
で
す
。)




そ
の
内
谷
は
、
政
府
は
同
和
問
題
の

重
要
性
に
か
ん
が
み
、
こ
の
間
題
の

早
急
な
解
決
を
図
る
た
め
、
次
の
ギ

雨
明
に
つ
い
て
適
切
な
惜
訟
を
講
ず
る

ょ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
し 

法

の
有
効
期
間
中
に
実
態
の
は
握
に
努

め
、
速
や
か
に
法
の
総
合
的
改
正
と

そ
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

同
和
事
業
を
実
施
す
る
地
方
公
共

団
体
の
財
政
上
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と 

同
和
問
題
に
関
す
る
事
件

の
増
発
状
況
に
か
ん
が
み
、
国
民
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
啓
発
活
動
の

V秒
飢
餓
的
な
充
実
を
図
る
こ
と
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。

V

同
和
問
題
が
市
民
的
権
利

・
自
由 

(職
業
選
択
の
自
由
、
教
育
の
機
会

均
等
を
保
防
さ
れ
る
権
利
、
居
住
や

移
転
の
自
由
、
結
婚
の
向
由
)
の
侵

害
と
い
う
、
こ
の
現
代
の
社
会
に
あ

る
ま
じ
き
も
の
で
あ
り
、

一
日
も
早

く
解
決
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
時
限
立
法
と
さ
れ
た
の
で
す
。

同
和
対
策
事
業
特
別
箔
置
法
の

内

容

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
は
、

@
国
と
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
て

行
う
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
そ

の
目
標
と
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
こ

と
@
同
和
対
策
事
業
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
国
、
地
方
公
共
団
体
と

国
民
の
資
務
を
定
め
、
関
係
行
政
機

関
の
協
力
義
務
を
定
め
た
こ
と
。
同

和
対
策
ぃ
山
中
業
に
要
す
る
経
貨
に
つ
い

て
同
が
特
別
の
財
政
措
置
を
講
ず
る

こ
と
な
ど
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

V

法
の
目
的
、
同
和
対
策
事
業
の
目

療
と
そ
の
内
容

こ
の
法
律
で
は
、

「
歴
史
的
社
会

的
理
由
に
よ
り
、
生
活
円
相
境
な
ど
の

安
定
向
上
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
地
域
」

を
対
象
と
し
、
そ
の
よ
う
な
対
象
地

域 

(
い
わ
ゆ
る

「
同
和
地
区
」)
に
お

け
る
経
済
力
の
治
義
、
住
民
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
・
他
方
公
共
団
体

国
民
の
責
務

同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

国
と
地
方
公
共
団
体
が
、
こ

の
目
的

に
し
た
が

っ
て
同
和
対
策
事
業
を
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
て
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
の
国
民
が

向
和
問
題
に
対
し
て
正
し
い
理
解
と

認
識
を
も
ち
、
日
本
国
慾
法
の
保
障

す
る
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
態
度

を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

国

・
地
方
公
共
団
体
と
国
民
の
資
務

を
明
記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、
同
和
対

策
事
業
の
実
地
に
関
係
の
あ
る
行
政

機
関
と
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
同

和
対
策
事
業
が
円
滑
に
笑
泊
さ
れ
る

き
れ
い
に
な
っ
た
勝
浦
川
グ

が
清
掃
の
奉
仕

阿
波
勝
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ

の

会
員
(
前
回
重
吉
会
長
四
十
五
人
)

と
町
内
保
健
部
長 

(
湯
浅
賀
部
長
三

十
人 
)
は
、
十

一
月
四
日 

(
日
)
に 

台
風
で
で
き
た
ゴ
ミ
の
山

台
風
十
六
号
、
二
十
号
の
大
雨
て
勝

浦
川
の
河
川
敷
に
散
乱
し
た
流
木
や

主
力
ン
、
そ
れ
に
杭
れ
草
な
ど
を
取
り

除
く
消
婦
の
奉
仕
を
行

っ
て
く
れ
ま

し
た
。

特
に
今
山
崎
、
星
谷
備
の
潜
水
橋

に
は
、
流
れ
て
き
た
ゴ
ミ
が
僑
の
上

ま
で
蓄
積
し
、
美
観
を
そ
こ
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ユ
ン
ボ
な
ど
で
寄
せ

集
め
た
約
半 
0
ト
ン
の
コ
ミ
を
焼
却

処
分
し
た
た
め
、
勝
浦
川
は
見
送
、
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

奉
仕
を
行

っ
て
く
れ
ま
し
た
み
な

さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
ま
す
。

よ
う
に
、
相
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
同
和
対
策
事
業
特
別
渚
置
法
」

ガ
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
ガ
、
あ
怠
た

は
、
こ
の
法
律
の
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
部落差別をふれあう心でなくしよう

MUS04
テキストボックス
きれいになった勝浦川
ライオンズクラブ保健部長会が清掃の奉仕
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v
u
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は、

三
十
歳
、
四
十
歳
ま
で
も
付
き

合

っ
て
い
け
そ
う
な
人
た
ち
ば
か
り

の
集
り
だ
と
い
う
こ
と
て
す
。

こ
れ
か
ら
農
業
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
若
い
人
、
現
在
成
業
に
従

事
し
て
い
る
人
、
一

度
ク
ラ
ブ
を
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。
毎
月
十
三
日、

農
業
セ

ン
タ
ー
に
集
り
.
い

ろ
ん
な

議
論
に
花
を
さ
か
せ
た
り
、
こ
れ
か

ら
の
民
業
に
つ
い
て
語
り
合

っ
て
い

ま
す
。
き
っ
と
新
し
い
何
か
を
発
見

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ご
来
光
登
山
に
参
加
し
よ
う

一
か
月
ぷ
り
の
ニ

ュ
l
グ
リ
ー

ン

扶子

て
る
わ
た
し
に
と

っ
て
は
、
わ
か
ら

な
い
事
ば
か
り
。
こ
の
席
に
す
わ

っ

て
い
て
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
話
を
聞
い

て
る
だ
け
で
、
わ
た
し
も
頑
張
ら
な

く
っ
ち
ゃ
と
い
う
「
や
る
気
」
を
起

こ
さ
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

月

一
回
、
八
時
か
ら
十
時
ま
で
の
こ

の
こ
時
間
が
、
わ
た
し
に
と

っ
て
と

て
も
武
重
な
時
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
、
幾
業
を
や

っ
て
い
る
人
、
ま

た
こ
れ
か
ら
や

っ
て
み
よ
う
と
思
う

人
、
ぜ
ひ
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入

っ
て
く

だ
さ
い
。
若
者
が
集
ま

っ
て
話
し
す

る
楽
し
き
も
味
わ
え
る
し
、
人
間
づ

く
り
も
で
き
る
し
、
そ
し
て
何
よ
り

も
勝
浦
町
の
成
業
に
つ
い
て
勉
強
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
わ
た
し
も
今
の

こ
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、
将
来
や

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
幾
業
の
土
台
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
日
出
習
字
教
室

初
日
附
生
花
教
室

詑

自

由

囲

碁

・
将
棋
教
室

部
日
制
手
芸
教
室

(
玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂
)

初
日
制
習
字
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
講
習
し
ま
す
。
時
間
に
お
く
れ
な

い
よ
う
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

わ
た
し
の
提
言

岡 田 定往

今
は
、
み
か
ん
採
り
の
真
最
中
、

今
年
は
、
豊
作
の
う
、
ぇ
採
る
手
聞
が

少
な
い
の
で
毎
日
が
ほ
ん
と
う
に
大

変
で
す
。
そ
こ
で

一
句

「
み
か
ん
採

り
、
あ
あ
み
か
ん
採
り
、
み
か
ん
採

り
」
今
の
自
分
に
ピ

ッ
タ
リ
の
句
で

す
。わ

た
し
が
農
業
に
取
り
組
ん
だ
の

は
四
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
い

つ
の

間
に
か
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
べ
つ

に
こ
れ
と
言

っ
た
こ
と
も
し
て
い
な
い
し
、
こ
れ

か
ら
も
こ
れ
を
し
よ
う
と
い

っ
た
予

定
も
あ
り
ま
せ
ん
。
て
も
何
か
を
見

つ
け
よ
う
と
必
死
で
も
が
い
て
い
ま

す
。
た
だ
今
の
自
分
に
、
い
え
る
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
牒
業
を

や
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
だ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、

今
ニ
ュ
|
グ
リ
ー

ン

ク
ラ
ブ
に
は
、

三
十
人
近
く
の
ク
ラ

ブ
員
が
い
ま
す
。
わ
た
し
は
二
年
間

こ
こ
で
会
計
を
や

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ク
ラ
フ
に
入

っ
て
感
じ
た
こ
と

谷

O

J

H

A
H

ク
ラ
ブ
定
例
会
。
「
こ
ん
ば
ん
わ
、

元
気
だ

っ
た
で
」
と
言
っ

て
農
業
セ

ン
タ
ー
の
ト
ア
を
開
け
た
時
、
か
え

っ
て
く
る
あ
の
笑
顔
、
わ
た
し
は
と

て
も
好
き
。
全
然
気
ど
ら
な
い
し
、

ほ
の
ぼ
の
し
て
る
し
、
そ
の
く
せ
ど

の
目
を
見
て
も
さ
ら
ぎ
ら
と
光
っ
て

い
て
、

一
日
の
疲
れ
が
不
思
議
と
、

と
ん
て
い
く
の
で
す
。

会
で
話
す
る
事
は
、
も
ち
ろ
ん

農
業
の
事
が
大
半
。
「
視
察
へ
行
こ

う
/

ハ
ウ
ス
た
て
る
ん
よ
。
た
ん

ほ
か 

反
あ
っ
て
な
。
×
×
い
う
消

毒
せ
な
あ
か
ん
:
:
:
」
保
母
を
や
っ 

5
日
制
生
花
教
室


(玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂 
)
 

8
日
出
勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定


例
会


刀

閤

碁

・

将

棋

教

室


ω日
開
着
付
教
室


ロ
白
州
老
人
等
保
健
福
祉
補
給
金


支
給
と
健
康
相
談


(
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
)

ロ
日
嗣
手
芸
教
室

新
年
早
々

に 

阜
を
使

わ
ず
に
汗
を

流
し
て
初
日

を
拝
も
う

と
、
毎
年
愛

好
者
が
ご
来

光
登
山
を
続

け
て
い
ま
す
。

五
十
五
年

そ
の
他

新
春
も
次
の

要
領
で
行
い

ま
す
か
ら
、

ご
希
望
の
か

た
は
時
間
に

返
れ
な
い
よ
う
、
大
い
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

カ

日

時

場

所

会 A
H

コ
ー
ス

一
月

一
日

午

前

五

時

勝
浦
町
股
協
前
集
合

中
山
倉
瀬
を
経
由
し
、

中
津
峰 

(
三
十
八
社 
)

で
初
日
を
拝
み
、
婆
羅

尾
を
ま
わ
っ
て
下
山
。

午
前
九
時
解
散
の
予
定
。

軽
食
、
水
筒
、
電
池
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
佐
光

O

慈
市
さ
ん
ご
二 

七
番
)
か
町
教

育
委
員
会 

(
二
五
一
一
番 
)
へ
お
電

話
く
だ
さ
い
。 

るる


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ニューグリーンクラブ

MUS04
テキストボックス
初日を拝むご来光登山
あなたも参加しませんか

MUS04
テキストボックス
勝浦会館十二月行事
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蔵

貯
蔵
前
の
予
箔

ま
ず
、
長
期
間
貯
蔵
す
る
も
の
と

早
く
出
荷
す
る
も
の
を
区
別
し
て
く

だ
さ
い
。

長
期
間
貯
蔵
す
る
も
の
は
、
前
一肢

が
三 

凹
打
程
度
軽
く
な
る
ま
で
予

拾
を
行

い
ま
す
。
予
川
の
期
間
は
、

過
去
数
年
間
の
制
査
結
果
で
は
、
収

穫
十
五
日
後
に
二

・
八
打
、

三
十
日

後
に
は
五
打
以
上
の
減
量
と
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
二
十
日
か

ら
二
十
五
日
ぐ
ら
い
が
最
も
適
当
と

忠
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ユ
ス
ム
口
み
か
ん
や
浮
皮

程
度
の
ひ
ど
い
も
の
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

予
防
が
完
了
す
れ
ば
戸
窓
を
閉
め
、


換
気
口
だ
け
か
ら
新
鮮
な
空
気
を
取


り
入
れ
ま
す
。
天
窓
の
あ
け
忘
れ
な


ど
が
な
い
か
を
十
分
確
認
し
て
く
だ


さ
い
。


収
穫
後
の
襲
剤
飯
布

放
任
閉
め
増
加
も
手
伝
っ
て
、
ャ

ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
虫
が
多
く
な

っ
て
い

み

カ、

ん

農


作


、、~

¥-

司
令

A
q
h
V
A

4
h
v
d
h
v
o
h
v
d
h
v
d
h
V
A
q

し
ま
す
ο
)

司
令

。h
V
A
q
h
v
d
h
V
A
w
h
V
A

さ
い
。
カ
イ
ガ
ラ
虫
対
象
に
は
、
緩

ん
ロ
マ
シ
ン
油
乳
剤
の
六
十
倍
液
を
、

ダ
ニ
類
の
み
を
対
象
に
行
う
時
は
、

機
械
油
乳
剤 
(九
十
五
軒
製
品
)
の
七

十
倍
液
を
散
布
し
ま
す
。

散
布
日
は
で
き
る
だ
け
峻
い

日
を

選
ひ
、

一
月
十
日
ご
ろ
ま
で
に
は
終

え
て
く
だ
さ
い
。
池
散
布
に
よ
る
校

枯
れ
な
ど
を
心
配
さ
れ
る
か
た
は
、

一一
月
中
旬
ご
ろ
に
散
布
を
す
る
機
会

も
あ
り
ま
す
。

防
寒
対
策

北
西
向
き
で
季
節
風
の
強
い
図
で

は
、
必
ず
防
実
、
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
年
は
、
成
り
が
多
か
っ
た
の
で

木
の
つ
か
れ
が
は
げ
し
く
、
強
い
風

か
ら
樹
体
を
守
ら
な
い
と
米
年
の
成

り
が
優
端
に
悪
く
な
り
、
ま
す
ま
す

隔
年
結
果
に
州
車
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

せ
ん
て
い
と
植
付

孫
梨
県
山
間
の
せ
ん
て
い
は
、
係
業

後
直
ち
に
行
う
の
が
適
当
で
す
。
ま

日ぬ

た
、
苗
木
の
植
え
付
け
は
苗
木
が
到

着
し
し
だ
い
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
落

葉
果
樹
は
、
み
か
ん
類
と
ち
が
っ
て

「
芽
」
よ
り
「
綴
し
の
方
が
先
に
動

き
始
め
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
仮
純
」

に
し
て
お
き
、

三
月
ご
ろ
に
植
え
付

け
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
出
始
め
て
い

る
新
根
を
切
っ
た
り
、
傷
つ
け
た
り

し
ま
す
の
で
、
組
、ぇ
付
け
は
早
め
に

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

温
度
管
理

昼
間
は

一十
お
度
、
佼
聞
は
二
度

以
上
を
目
標
に
管
即
日
し
ま
す
。
極
端

な
高
悦
や
低
地
は
、
奇
形
の
原
凶
と

な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

株
管
理

今
年
は
二
度
の
台
風
で
、
持
制
す
は

旧
軍
人
の

恩
給
法
が
改
正

恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
、
旧
軍
人

の
か
た
の
加
算
年
を
、
普
通
恩
給
の

年
額
計
算
の
基
礎
存
職
年
に
算
入
す

る
年
船
要
件
が
、
昭
和
五
十
四
年
十

月

一
日
か
ら
、
六
十
歳
以
上
、
六
十

五
歳
未
満
め
か
た
に
つ
い
て
も
算
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
請
求
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

の
恩
給
係
か
受
付
い
た
し
て
お
り
ま

す
か
ら
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
な
い
か

た
は
、
恩
給
証
容
と
印
鑑
を
持
参
し

て
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

機
械
油
乳
剤
の
散
布
を
行
っ
て
く
だ

ま
す
。
収
師
団
が
終
り
し
だ
い
早
め
に

の
か
ら
収
機
し
て
く
だ
さ
い
。(
今
年

の
放
終
出
荷
だ
け
は
や
や
若
採
り
と

年
末
の
大
掃
除
は

計
画
的
に

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
年
末
の
大
掃
除
は
念
入
り
に
し

た
い
も
の
で
す
。
何
か
と
あ
わ
た

だ
し
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
附

子
の
川
滑
り
か
、
え
を
す
る
日
と
か

窓
を
ふ
く
日
な
ど
、
前
も
っ
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
計
画
的
に

進
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

畳
は
水
ぶ
き
す
る
と
、
か
え

っ

て
汚
れ
を
と
り
に
く
く
す
る
ば
か

り
か
、
い
た
み
が
は
げ
し
く
な
り
、

企
本
来
の
つ
や
を
な
く
し
て
し
ま

い
ま
す
り
汚
れ
が
目
立
つ
と
き
は

よ
く
晴
れ
た
日
に
、
ぞ
う
き
ん
を

凶
く
し
ぼ
っ
て
洗
剤
で
ふ
き
、
そ

の
あ
と
空
ぶ
き
を
し
て
湿
気
を
と

り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
畳
を
あ
げ

て
裂
側
の
ほ
こ
り
も
取
り
除
き
た

い
も
の
で
す
。

カ
ー
テ
ン
は
ブ
ラ
シ
が
け
し
て


ほ
こ
り
を
払
い

、
洗
え
る
も
の
は


洗
た
く
し
ま
す
。
カ
ー
ペ 

卜
も


日
に
干
し
て
、
ほ
こ
り
を
た
た
き


出
し
ま
し
ょ
う
。
室
内
の
壁
、
天


井
の
す
み
、
た
な
、
窓
の
サ
ン
な


ど
、
日
ご
ろ
行
き
届
か
な
い
細
か


い
と
こ
ろ
も
き
れ
い
に
し
た
い
も


の
で
す
。


ま
た
、
家
の
内
外
の
消
耐
を
か

ね
て
物
置
き
も

一
度
整
理
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

y

っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
摘
芽
、

楠
田
市
を
十
分
行
い
、
ま
た
古
業
や
枯

葉
も
取
り
除
き
、
果
実
の
新
色
を
促

し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
急
が
ず
、
完
全
着
色
し
た
も

収

穫

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
歳時記
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年末 12月28日まで  
年始 1月4日から

年
末
年
始
の
役

場
の
事
務
は
、
十

二
月
二
十
九
日
か

ら
来
年
の

一
月
三

日
ま
で
休
み
ま
す
。

あ
わ
た
だ
し
い

年
の
瀬
の
仕
事
や

お
正
月
の
準
備
な

ど
で
つ
い
大
事
な

書
類
、
届
出
、
登

録
も
忘
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
。
急
ぐ

用
件
、
手
続
き
な

ど
は
、
早
め
に
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
こ
の

休
み
期
間
中
は
当

相
般
の
香
り
漂
う
庭
先
に
祭
り
太
鼓

の
速
く
問
え
る坂

本

日

浦

翠

峰

コ
ス
モ
ス
に
程
よ
き
風
の
さ
や
ぎ
居

て
頬
す
り
寄
せ
ば
ほ
の
か
な
香
り

坂

本

谷

富

士

秋
祭
り
夜
空
彩
る
菊
花
煙
す
み
た
る

後
も
残
る
険
に

直
者
が
死
亡
属
、
出
生
届

・
婚
姻
届

は
受
け
つ
け
ま
す
が
、
印
鑑
証
明
や

住
民
梨
、
戸
籍
の
写
し
な
ど
の
事
務

は
取
り
扱
い
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

幾
と
せ
の
風
雨
に
耐
、
え
し
老
松
の
黄

ば
み
を
見
せ
て
あ
わ
れ
を
誘
う

与
川

内

新

居

祥

弘

短
か
く
て
経
き
陸
稲
に
山
鳩
は
わ
れ

の
く
ら
し
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
鳴
け
り

与
川

内

水

口

湖

舟

品
の
良
き
嫁
の
言
葉
と
方
言
の
五
口
れ

が
車
問
り
て
今
日
も
終
り
ぬ

横

瀬

中

国

ヤ

ス

ヱ

台
風
に
お
)
」
と
き
か
る
傷
つ
き
し
あ

け
び
裂
け
た
り
夕
陽
を
浴
び
て

横

瀬

比

留

間

一

一
樹
だ
け
紅
葉
染
め
た
る
枝
先
に
み

の
虫

一
つ
風
に
揺
れ
い
る

横

瀬

桜

木

千

代

子

父
逝
き
て
八
年
の
季
は
巡
り
来
て
畦

に
手
植
の
柿
し
お
れ
熱
る

横

瀬

谷

翠
山
�
 

兵横星徳福横徳生北生奈与和今星棚徳星
庫 島島島島良川歌 島
県 瀬 谷 市 県 瀬 市 名 町 名 県 内 山 山 谷 野 市 谷

市

心

川

修

田

中

優

子

堀

正

昭

古

田

京

子

大
久
保
康
昭

片

山

敦

子

中

原

基

普

上
野
山
和
代

野

上

公

男

町

田

雅

代

前

田

章

板

東

千

恵

開

船

富

成

佐
々
木
恵
子

上

回

慎

一

脇

田

延

子

吉

岡

普

道

須
藤
真
保
美

い
さ
さ
か
の
我
家
に
採
れ
し
果
物
を

貯
え
て
娘
の
里
帰
り
待
つ

中

角

平

間

豊

子

苛
立
ち
を
収
む
す
べ
な
く
庭
に
出
て

育
て
し
菊
と
相
対
し
お
り

掛

谷

斉

藤

重

子

制
艇
の
香
り
も
て
く
る
風
の
あ
り
タ

舶
の
仕
度
急
く
厨
に

沼

江

大

岡

梅

子

水
禽
の
足
跡
あ
り
て
枯
れ
沼
を
囲
む

紅
葉
の
鮮
か
に
し
て

横

瀬

稼
勢

広
夫

出
認
は
白
月
七
日
ま
で
に

三
匂
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

指
憾
努
広
夫
さ
ん
〈
都
景
)
ま
で

町
内
在
住
の
か
疋
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代

に
の
ぜ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
匂
く
だ

さい。

平

岡

久

宣

宮

本

暁

美

早
川

公

雄

堀

寿

子

山
畑
宵
同
志
成

立
白
井
安
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

美

宏元
一

司

雅

人

-v
f青 J管坂  ft召横西西
内吋本内江  j頼岡岡

樫
本
正
美

下
川
茂
芳

畑
名
耕
造

横

尾

微

笑
馬
哨
幸

末
康
孝
好

香
川
真
康

長
男

長
男

長
男

長
男

長
男

二
女

長
男

裕

一

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

与
川
内

坂

本

直

子

-
日
交

4

上
西
和
秀

長
女

優

子

�

 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

4

t

 

星

谷
星

谷

坂

本
沼

江

ヘ
与
川
内

山

本

敬

教

戸
小
松
島
市

村
田
登
紀
美

ヘ
棚
野

溝

上

博

己

戸
嶋
門
市

小

山

由

美

ヒ
タ
キ
鳥
わ
が
ま
な
か
い
を
か
す
め

来
て
庭
石
伝
う
小
春
日
和
に

中

山

菜

減

絹

散
り
敷
け
る
紅
紫
が
風
に
動
き
い
て

朝
日
と
ど
か
ぬ
浄
院
の
庭

中

山

溝

内

喜

美

代

造
林
の
下
刈
り
終
え
て
帰
る
道
院
の

鳴
く
声
遠
く
に
あ
り
て

立

川

堀

梅

子

秋
空
に
ピ
ン
ク
の
映
え
て
遅
れ
咲
く

ば
ら

一
輸
の
か
す
か
な
匂
い

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

手
入
れ
せ
し
母
は
今
亡
し
軒
下
に
大

輸
の
菊
香
り
漂
う

槻

野

広

井

貞

代

送
ら
れ
て
来
た
る
リ
ン
ゴ
の
籾
殺
を

土
に
混
ぜ
れ
ば
友
の
香
親
し

横

瀬

経

木

武
夫

武

田

融

(

乃

歳

)

西
川
圏
平
(
九
歳
)

沖
成
光
太
郎
(
出
歳
)

大
高
良
明
(
日
歳
)

平
岡
ヨ
シ
ヱ
�
 (回
歳
)

高
橋
マ
サ
ノ
�
 (回
歳
)

墨
給
教
室

と

き

十
二
月
十
五
日
(
土
)

二
十
五
日
�
 (火
)

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

福
祉
セ
ン
タ
ー

与
川
内

と
こ
ろ

ぐ短歌〉
新
居も 義
子

※
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

習

字

学

級

と

十
二
月
十
日
(
月
)

二
十
日
(
木
)

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

福
祉
セ
ン
タ
ー

き

と
こ
ろ

※
お
気
軽
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
町役場　業務のご案内
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電
電 

* 

* 


L

島
明
弘
昌
世


予

防

接

種

前
月
に
引
き
続
き
、
今
月
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
歳
以
上
の
人

三
歳 
1
六

歳

未

満

二

百

円

。
六
歳 
1
十
三
歳
未
満二

百
五
十
円

。

十

三

歳

以

上

三

百

五

十
円

※
接
種
で
き
な
い
人 

発
熱
し
て
い
る
人

心
臓
病
、
肝
臓
病
な
ど
の
活
動
期

に
あ
る
人

そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認
め

た
人

※母子手帳，印鑑をご持参くだ インフルエンザ予防接種目程表

き L、。

ヲ伶� 

* 

世r

* 

*
* 


活
が

ヲ除� 

* 


島明

  

化
の
よ
い
暖
か
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
で
す
。

カ
ゼ
を
治
す
の
は
、
お
医
者
で
も

薬
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の

体
力
、
抵
抗
力
が
カ
ゼ
を
治
す
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
薬
や
お
医
者
さ

ん
は
あ
く
ま
で
も
、
補
助
的
な
手
段

と
心
得
る
べ
き
で
す
。

。
カ
ゼ
を
ひ
い
だ
と
気
づ
い
た
ら

カ
ゼ
は
ひ
き
は
じ
め
が
か
ん
じ
ん

ち
ょ
っ
と
で
も

「
ひ
い
た
な
」
と
思

っ
た
と
き
は
、
か
ら
だ
を
暖
か
く
し

て
す
ぐ
寝
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
消

。
ヵ
ゼ
に
強
<
怠
る
食
物

ビ
タ
ミ
ン 

は
、
カ
ゼ
を
断
ち
切

A

る
の
に
も
っ
と
も
有
効
な
栄
養
素
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン 
A
の
多
い
緑

・
黄

・

赤
の
、
色
の
つ
い
た
野
菜
を
池
と
い

っ
し
ょ
に
料
理
す
る
と
い
っ
そ
う
効

果
的
て
す
。
そ
れ
に
、
良
質
の
タ
ン

パ
ク
質
や
脂
肪
に
富
ん
だ
も
の
と
ヒ

タ
ミ
ン 

、
ビ
タ
ミ
ン
島
を
含
ん
だ

C

も
の
を
と
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

12月 1日 上勝診療所�  

3日

5日

山 西 医 院� 

勝 ィ甫 病 院� 

7日

⑨日�  

11日

13日

上勝第�  2診療所

J易� j支 医 院� 

勝� t甫 病 |淀 

赤 右山 医 |完 

15日 勝� t甫 病 院� 

17日 上勝診療所�  

19日 山 西 医 院� 

21日� Jf年 浦 病

@日 上勝第�  2診 療 所 �  

25日 {易 i芙 医 院� 

27日� m宇 浦 病� I防Y〆一・� 

29日 赤 王山王 医 院� 

31日� Jl'年 J甫 病 |淀 

月 日� H在日 場� F片時 間

午後� 1: 30-3・00 坂本小学校12月10日 月

午後 2: 00-3 : 00 沼江保育所12月11日 火

午後 2: 00-3 : 30 生上ヒ奈農協12月12日 水

木 午後 1: 30-3 : 00 生名センター12月13日

午後� 1: 30-3 : 00 !勝浦農協12月14日 金

午後 1・30-3 : 00 福祉センター12月20日 木

百日咳・ジフテリア・破傷風
三種混合予防接種

*と き 12月20日休 ) �  

1時30分 -3時

*とニろ 福祉センター

*該当者 個人あてに通知しま

す。

乳児健康診断|� 
、
、~ 

*と き 12月21日@l

午後 1時30分一�  31待

*とニろ 勝浦病院

*該当者 昭和54年� 8月 1日~�  

¥ー

10月31日までに生ま

れた子。

だ いなば生
とってい、活 E霊童亘書� 
いまもでた を

※母子手� 1阪をご持参くだきい。 うり軽しやす
こ 、くょする
とふてうくこ 12月は力ゼの予防月間

夜間毅急当番表� 

でだすしカと ヲ毎
すんみ 、セずで

。の ま万をする原分るや基 ああ方ららに
生す ー ひ� ス{本つ抵病礎日りる法な絶はカ ヲ毎o

。カく そヨそがけ抗気的ごまわやい対 、セe

ゼこうのって力になろせけ妙とにこの
大 をとすなけ、を対休かんで薬いかれ子
七!J ひはれい入病十す力ら 。はがうかな防�  省r

主J)'v

平日 午後 6時から翌日午前 9時

休日 午後 7時から翌日午前 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おしらせ
インフルエンザ予防接種

MUS04
テキストボックス




